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注釈 

・ 並び順: Hamada → Hara → Iwata → Kinosita  → Koda。なるべく本人が使っているロー

マ字つづりを確認する。 

・ 各文献の 2 行目以降は 2 文字下げる。Microsoft Word では［書式］→［段落］で最初の

行を「ぶら下げ」にする。 

・ 「」内に「」が入る場合も、二重カギ括弧などにする必要はない。なるべく原文のタ

イトルの表示そのままを書く。 

・ 副題が付いている場合はコロン（：）で区切る 

・ 版表示は『社会調査演習』（第 2 版）のようにしてもよい 

・ ページ範囲には、ハイフン (-) ではなく半角ダッシュ(–) を使う。Microsoft Word では

［挿入］→［記号と特殊文字］→［特殊文字］で入力できる 

・ pp. の後は半角スペースを入れる 

・ 各文献の最後はピリオド 

・ 木下（1981）は『理科系の作文技術』（中公新書）のようにシリーズ名を注記しても

よい。出版年が 1981 なのに出版社を「中央公論新社」とするのは矛盾であるが、やむ

をえない。 

      木下是雄（2002）『理科系の作文技術』（46 版）中央公論新社． 

のように書く手もある。 

 


